













大 庭 幸 男
諺に 「光陰矢のごとし」 とあるように、月日のたっのは早いもので、あの













学への 「旅」は、「楽 しい思い」で しておりました。








久先生、そ して玉井先生がお られました。 したがいまして、玉井先生 とはお











































ろ朗 らかな り。心境冥会にして道徳はるかに存す。」 というのがあります。
玉井先生が、いっ も的確なご判断をされるのは、 ご家族を含めて周 りの環境
と玉井先生の心が見事 に調和 しているからだと思います。っまり、静かな落
















て不安感に圧倒される思いす らある。 しか し、同時に、体を張って英文科の









じで気 さくに話 しかけて下 さり、 これもたまたま目の前にあったノースロッ























を握 ってお られたのではないかと思 う。それか ら30年弱、頼 りなかった運
転技術 も今では上達 し、ときどき教授会のあとなど千里中央までお乗せする
ことがあるが、すっかりリラックスして助手席に座 って頂いている(と思 う)。
それ も、あの双眼鏡による助力のおかげと深 く感謝 している次第である。
英文科主任教授にはいろいろなタイプの方がいた。強烈なカリスマ性を漂
わせた先生や古き良き帝国大学時代の雰囲気を引きずった先生などそれぞれ






ことのない方 は見たことがない。 しかも、玉井先生はなにごとにおいて も慎
重かっ粘り腰である。私のようにせっかちな人間からすると、 ときとして先
生のスタンスは時間がかかりすぎると感 じられることもあったが、結果的に
は確実にことを処 していかれる玉井先生に反省 させ られることが多かった。
これは、っま り、世の中というか人間性 に対する洞察力をお持ちだというこ
とであり、その意味で文学研究を実生活において実践されていたといえる。
















の陰で快適な阪大生活 を送 らせて頂いた身としては、ひたす ら感謝するしか
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な く、せあて、今後い くぶんかで も恩返 しがで きれば と願 うのみで ある。
(大阪大学大学院 ・文学研究科 ・英米文学専攻教授)
雇われ船長の述懐
服 部 典 之
大阪大学英文科とも玉井先生とも長いっきあいになる。 この二者 との交流
年月はほぼ重なる。私が大学3年 で英文科の研究室に入り浸り始めた時、な
にや ら毎週来 られてにこやかに話 しをされる先輩 らしき人がいたのを記憶す
るが、どうもこの方が玉井先生だったようなのだ。 この人がまさか、博士後







思えば、優 しい先輩としてず っと接 してきた方が良かったのか、それとも
主任教授と部下という濃密な人間関係を持ち深 く知り合った現在を幸福に思
うべ きなのか、今 となっては分か らない。20歳のときの私 に予知能力 はな









て行って もらったこと、文学部に移ってか らの激務で体調 を崩 し授業を休ん





私は結局玉井先生には 「優 しい先輩として接 してきた」のだ。あえて若干の
訂正をするな ら、先輩が上司になっただけのことである。












学(法 人)文 学部英文科 という古色蒼然とした旗は、さらなる数々の嵐 にも














長ではな くてOLR同人の皆様1人1人 である。 これか らの50年間も、母艦
阪大英文科をお忘れなきよう、これまでにもまして同人の皆様のご厚誼をお
願い して、雇われ船長となる者のったない述懐を閉 じることに しよう。
(大阪大学大学院・文学研究科・英米文学専攻教授)
玉井先生のこと
岡 田 禎 之
玉井先生、ご退官おめでとうございます。先生に初めてお会いしたのは私







た、という話を後 になって伺 ったことがありましたが、私が学部生だ った頃
はまさしくその時期に当たっていたのだと思 うのですが、そんな雰囲気は全





授業 に関す るものです。「予習や準備 に時間のかからない授業は学生にも自






野 も学生の視野 も広がらないし、勉強にはならないのだ、 ということを教え
ていただきました。先生はそのような授業を実践 されて、英文学の広い領域






たのだよ。」 これには正直言 って驚愕 しました。私は文学の論文を読んだり
しても難解なものが多 く、なかなかっいて行けそうにないなあ、と思ってい
た頃でしたので、やはりこれくらいの気概 と自信がなければやってはいけな
いものなのだ、 と思 ったものでした。私 は結局文学の道は諦め、語学の方へ
進路変更したのですが、変な院生に付 きまとわれることがなかったわけです
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で した。私は世間の流れか らは外れたところで研究を していま した し(今 も
そうですので、単なる天の邪鬼なのか も知れませんが)、こんな感 じで続け
ていても良いのかなあ、という気持ちを一方 に常 に持ちながら、でも自分に
























る姿勢が如実に現れるものだということを痛感させられます。 自分 自身 も













片 渕 悦 久






















まず は私 が 院生時代(1989年～95年)の ことを書 きます。私 は都合6年
間英文研究 室 に在籍 しま した。 玉井 先生 の院演習 は欠 かさず参 加 しま した。
九州 の片 田舎 か ら出て きた私が、右往左往 しなが ら、洗練 された文学研究 の
世界 と華麗 な る批評理論 の数 々を学んで いけたのはひとえ に先生 のおか げで
す。演習の中 味は文学理論ア ンソロ ジーの論文などを要約 しコメ ン トを加え、
それに全員 で デ ィスカ ッションす る とい うもので した(今 で もその方式 は変
わ って いな いはず です)。文学 理論 にはそれ まで ま った く無頓着 で素朴 な読
みばか りだ った私 は、先生の演習授業で いろいろな方法論があ ることを知 り、
文学研究 の基 本を教 わ った と思 っています。 もっとも、 しみ じみ思 い返 せば
充実 した楽 しい授業で したが、 当時 の心 境 は、た とえ発表者 に当た っていな
くて も、必ず 思いが けずコメ ン トを求 め られ内心 戦々恐々で した。 それ と、
これはぜひ付 け加えてお きたいのですが、先生の院演で学 んだ ことがその後
の私 の研究 生活 に生 きてい ます。 と くに物語言説 の特質 を中心に ソール ・ベ
ローや他のユ ダヤ系文学を読む アプ ロー チの しか た、 また この ところ科研 で
取 り組 んで いるアダプ テーシ ョン理論 と物語更新 にっ いて の研究 は、すべて
M2の と き の 院 演 テ キ ス トのSeymourChahnan,StoryandDiscourse:
NarrativeStructureinFictionandFilm(1978)がきっかけ にな ってい るので
すか ら。 ちなみに この ときの演習 メ ンバ ーが玉井先生 を中心 と して同書の翻
訳 に取 り組 んでいます。院生時代の思 い出をかたちに して残す ために も、何
とか 出版 を実現 させた く思 います。 お願 い します。
研究 の ことで思 い出 した ことがあ ります。M2の ときですが、初 めて学外
での研究発表 を経 験 しま した(支 部 例会)。今思 えば、 あ まりに無謀 な挑戦
で した。 どれだ け身の程を知 らなか った ので しょう。 しか し、先生 はそんな
私を叱 りもせず、 ありがた くも個人 的 に予行演習(発 表原稿 の読 み上 げ)の
機会を くだ さいま した。談 話会 での リハ ーサルが一般化 して はいなか った こ
ろです。先生 の研究室で一対一 だ ったと記憶 して います。 お忙 しか ったので








するものです)を応用 し、論文内容のアウ トラインを トピックセンテ ンスの
連続 と積み重ねとして書いてみることにしました。 これを持参 して玉井先生
にご指導をお願いしたのです。 きまぐれな思いっきなのですが、 うれしかっ






























Paradise Lost Book Seven
Paul  A.  S. Harvey
 In gratitude for ten years of support at the Faculty of Letters, and in 
recognition of a friendship of twenty years, I offer this short essay to 
Professor Akira Tamai, on the occasion of his retirement. 
 It is often said that one should read the first two books of Paradise 
Lost and forget the rest. But after teaching Book Seven for the first 
time, I find that in its own way, it may claim to be just as good as 
the earlier more  widely-read verses. (Biblical passages quoted from 
 KW, Milton from Fowler, Longman second ed.) 
 The Book treats the creation of the world and is narrated by the
122 
archangel Raphael to Adam. Milton's task is to give the first chapter 
of Genesis sufficiently sublime treatment and also to render it dramati-
cally interesting at the same time. He does this by following orthodox 
Christian teaching, making Christ, as the word of God, the active agent 
of creation. 
   So spake the almighty, and to what he spake 
   His Word, the filial Godhead, gave effect  (7.174-5). 
 He brings the beginning of the gospel of John (1.3), and verses from 
the Letter to the Hebrews (1.2), to Genesis 1. 
 In an analogical parallel to the defeat of Satan, Christ rides forth 
once more in glory, the creation to replace the loss of the apostate an-
gels. The first creative statement is not, however, what we expect: 
   Silence, ye troubled waves, and thou deep, peace, 
   Said then the omnific Word, your discord end (7.216-7). 
 Christ is given the title "omnific Word" (all-creating word), and he 
commands chaos to resolve itself in peace. He rides into chaos on the 
cherubims, and then takes the golden compasses and begins creation. 
This highly symbolic moment was later made famous by William Blake 
in one of his best paintings. Milton took the image from a reading of 
Proverbs  8.27, interpreted to refer to creation. This is a wonderful pas-
sage and Milton is clearly inviting us to remember it. In it, Wisdom 
describes her origins, and the church fathers interpret this as the voice 
of Christ: 
   "I was set up from everlasting
, from the beginning, or ever the
                                              123 
   earth was. When there were no depths, I was brought  forth. .
   When he prepared the heavens, I was there: when he set a com-
   pass upon the face of the depth." (Prov. 8.23-27) 
 "He" in this passage is God the father, but in Paradise Lost it is 
Christ. 
   He took the golden compasses, prepared 
   In God's eternal store, to circumscribe 
   This universe, and all created things: 
   One foot he centred, and the other turned 
   Round through the vast profundity obscure, 
   And said, "Thus far extend, thus far thy bounds, 
   This be thy just circumference,  0 world."(7.225-231) 
  This is therefore the second creative command, pre-dating the com-
mands recorded in Genesis. Christ thus describes a great symbolic ir-
cle within which the world will be created, the circle an ancient symbol 
of perfection. Milton was familiar with the advances made in astro-
nomical knowledge, so he knew that all this was poetic fiction. It is 
a divine teaching: this is the principle of the whole poem. Mortal un-
derstanding cannot attain such matters, so it has to be told in a meta-
phorical way that we can understand  — "told as earthly notion can 
receive." 
  Then follows Genesis, Milton quotes directly from the Old 
Testament: "Let there be light." These are magnificent lines: 
   Let there be light, said God, and forthwith light 
    Ethereal, first of things, quintessence pure
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    Sprung from the deep, and from her native east 
    To journey through the airy gloom began, 
    Sphered in a radiant cloud, for yetthe sun 
   Was not; she in a cloudy tabernacle 
   Sojourned the while. (7.243-249) 
  Ethereal comes from the Greek, used as an epithet for heaven (mean-
ing the highest region and purest element). Quintessence from Latin, 
meaning the very purest essence. Both these words were associated 
with alchemy, and used in English renaissance poetry to heighten the 
style. Light is created before the sun, and this requires poetic explana-
tion. Milton turns to the King James translation of the Psalms, placing 
light within a cloudy tabernacle  (Ps.19.4), which is a tent, using the 
verb  "sojourn"  —both words strongly associated with the Old Testament. 
There's a hint also of the Exodus pillars of cloud and fire which led 
Israel from Egypt. The passage is therefore a blend of Biblical refer-
ence and Renaissance l arning. 
 Milton again quotes the King James, "Let there be a firmament amid 
the waters." Chaos is thus ordered into heaven above and waters below 
(firmament came from the Vulgate translation of the Greek word for 
the heavens, in  modern translations this is now "dome" or "vault"). 
Milton then chooses a modern astronomy, making heaven an airy ex-
panse, rather than the old crystalline sphere of Ptolemy: "expanse of liq-
uid, pure, transparent, elemental air." Liquid is not now used to refer 
to air but it was so used in this period. 
 Milton then poeticizes the creation of earth,  personifying it in terms 
of the human body: the waters are a womb, with warm humour soften-
ing the globe, a great mother who will conceive all. Then follows the
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third command, which quotes King James indirectly, "Be gathered now 
ye waters under heaven into one place, and let dry land appear." The 
following sections are particularly successful in their depiction of ani-
mated movement: the mountains rise out of the waters, valleys sink 
down, the waters roll away like troops at command, rivers are carved 
out. 
 Then follows the fourth command, "Let the earth bring forth grass," 
which Milton adapts to, "Let the earth put forth the verdant grass," 
which is more forceful, and continues the animated creation of the pre-
vious verses. The earth then dresses herself in green, and is carpeted 
with flowers. The creation of the trees is particularly good: "last rose 
in dance the stately trees, and spread their branches hung with copious 
fruit." With the creation of vegetation, "earth now seemed like heaven, 
a seat where gods might dwell, or wander with delight, and love to 
haunt her sacred shades." This is an important statement: the earth was 
created to compensate for a loss in heaven, or to be for a while an-
other heaven, later to be heaven's antechamber. The gods Milton men-
tions are at first the angels and archangels who visit Adam and Eve 
before the Fall; later these will be the myriad gods and goddesses of 
classical antiquity, whom fallen man believed to inhabit mountain and 
grove. 
  Then follows the fifth command, which is the creation of the heav-
enly bodies, the sun and moon. Here Milton follows Genesis closely, 
but in this passage his wordy version is decidedly inferior to King 
James. The fifth command is a great passage, and provides me with 
a convenient place to conclude my brief discussion, and to say thank 
you once again to my colleague Professor Tamai.
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 God said, Let there be lights in the firmament of the heaven to di-
vide the day from the night; and let them be for signs, and for seasons, 
and for days, and years: And let them be for lights in the firmament 
of the heaven to give light upon the earth: and it was so. And God 
made two great lights; the greater light to rule the day, and the lesser 
light to rule the night: he made the stars also. And God set them in 
the  firmament of the heaven to give light upon the earth, and to rule 
over the day and over the night, and to divide the light from the dark-
ness: and God saw that it was good. (Gen.  1.14-18)
(英米文学 ・英語学専攻講師)
